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■
行
財
政
改
革
推
進
に
向
け　

委
員
会
が
答
申

■
市
の
入
札
制
度
改
革
へ　

検
討
委
員
会
が
提
言
書
提
出

■
住
み
良
い
安
曇
野
を
目
指
し
て　

人
権
の
つ
ど
い
開
催

■
市
内
初
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点　

工
事
現
場
説
明
会
開
催

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
降
旗

富
雄
会
長
）
は
12
月
25
日
、
8
月
に

諮
問
を
受
け
た
第
3
次
行
財
政
改
革

大
綱
の
策
定
に
つ
い
て
検
討
結
果
を

ま
と
め
、
宮
澤
市
長
に
答
申
し
ま
し

た
。今

回
の
答
申
で
は
、
少
子
高
齢
・

人
口
減
少
時
代
が
到
来
し
、
30
年
・

50
年
先
を
見
据
え
た
上
で
発
展
・
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
提

言
し
て
い
ま
す
。

市
入
札
制
度
検
討
委
員
会
（
笠
井

明
会
長
）
は
12
月
25
日
、
市
の
入
札

制
度
改
革
へ
の
提
言
書
を
宮
澤
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

市
の
建
設
工
事
の
入
札
で
、
市
の

予
定
価
格
を
上
回
る
入
札
不
落
や
応

札
者
が
い
な
い
入
札
不
調
が
続
い
た

り
、
市
職
員
に
よ
る
入
札
情
報
漏
え

い
事
件
が
起
き
た
り
し
た
こ
と
か

ら
、
市
が
委
員
会
に
、
新
た
な
入
札

制
度
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
も
の

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
意
識
を
高
め
る
機

会
と
し
て
12
月
7
日
、「
人
権
の
つ

ど
い
講
演
会
」
を
堀
金
総
合
体
育
館

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
２
１
０
人
が
参
加
。

第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
市
民
大
学

講
座
特
別
編
と
し
て
テ
レ
ビ
な
ど
で

活
躍
す
る
宮
川
俊
二
さ
ん
が
「
キ
ャ

ス
タ
ー
か
ら
見
た
人
権
」
と
題
し
講

演
し
ま
し
た
。

市
が
整
備
を
進
め
る
ラ
ウ
ン
ド
ア

バ
ウ
ト
交
差
点
（
信
号
機
の
な
い
円

形
交
差
点
）
の
工
事
現
場
説
明
会
を

12
月
14
日
、
豊
科
地
域
本
村
区
と
堀

金
地
域
中
堀
区
の
境
に
あ
る
変
則
5

差
路
の
交
差
点
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
の
概
要
や
通
行
方
法
な

ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
開
催
し
た
も
の
で
、
当
日

は
、
市
民
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
、
定
住
促
進
や
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
戦
略
的
な
公
共
経
営
を
求

め
て
い
ま
す
。
市
の
内
部
改
革
に
つ

い
て
は
、健
全
財
政
の
維
持
と
併
せ
、

不
要
な
公
共
施
設
の
廃
止
等
に
よ
る

維
持
費
等
の
削
減
や
、
新
本
庁
舎
へ

機
能
の
集
約
後
を
見
据
え
た
職
員
の

資
質
向
上
や
意
識
改
革
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
と
の
協
働

宮
川
さ
ん
は
、
過
剰
報
道
や
特
殊

詐
欺
を
事
例
に
権
利
侵
害
に
つ
い
て

説
明
。
互
い
を
思
い
や
る
感
覚
に
つ

い
て
「
身
近
な
家
族
や
地
域
の
結
び

つ
き
の
中
か
ら
養
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
、
第
2
部
で
は
、
花
を
育
て

る
こ
と
を
通
じ
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
「
人
権
の
花
」
運
動
に
つ
い
て
、

穂
高
西
小
と
明
南
小
の
皆
さ
ん
に
よ

る
活
動
発
表
や
、
全
国
中
学
生
人
権

し
た
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点
は
、

交
差
点
内
の
環
状
道
路
を
進
入
し
た

車
両
が
時
計
回
り
に
進
む
こ
と
で
、

渋
滞
緩
和
や
事
故
防
止
に
役
立
つ
と

さ
れ
、
県
内
で
5
カ
所
目
、
市
内
で

は
初
め
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
堀
金
地
域

と
豊
科
地
域
間
の
ア
ク
セ
ス
向
上

や
、
近
接
す
る
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
南
豊
科

駅
利
用
者
の
利
便
性
向
上
な
ど
へ
の

推
進
に
向
け
、
区
の
活
動
充
実
や
加

入
促
進
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定
な

ど
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
市
制
施
行
10
周
年

を
迎
え
、
よ
り
結
果
が
求
め
ら
れ

る
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
で
は
答
申
を
受
け
、
本
年
3
月

ま
で
に
第
3
次
行
財
政
改
革
大
綱

（
平
成
27
～
31
年
度
）
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。

で
す
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
不
落
・

不
調
を
防
ぐ
た
め
、
入
札
し
や
す
い

よ
う
、
工
事
発
注
時
期
の
平
準
化
を

図
る
調
整
部
署
を
設
け
る
こ
と
や
資

材
等
の
最
新
の
市
場
価
格
を
設
計
の

積
算
単
価
に
反
映
す
る
こ
と
な
ど
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
談
合
防

止
に
向
け
、
職
員
教
育
な
ど
積
極
的

に
行
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

提
言
を
受
け
、
宮
澤
市
長
は
「
不

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

参
加
し
た
高
野
愼
一
さ
ん
（
穂
高

有
明
）
は
「
全
国
的
に
珍
し
い
交
差

点
と
聞
き
ま
し
た
。
完
成
後
は
、
市

の
町
並
み
の
目
印
の
ひ
と
つ
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
工
事
完
了
前
に
再
度
、

現
場
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。
詳

細
は
今
後
発
行
の
広
報
あ
づ
み
の
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

落
・
不
調
で
事
業
が
遅
れ
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
、
解

消
に
向
け
提
言
を
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
提
言
内
容
を
基
に
、
来

年
度
以
降
、
入
札
制
度
の
改
革
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
安
曇
野
地
区
入

賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者

11
人
を
代
表
し
て
林
は
や
し

里り
お
ん音
さ
ん
（
穂

高
東
中
3
年
）と
今こ
ん
の野
凌り
ょ
う
す
け
佑
さ
ん（
豊

科
南
中
3
年
）
が
転
校
生
や
友
人
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を

ま
と
め
た
作
文
を
発
表
し
、
人
権
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

交差点の概要を参加者に説明する様子 答申内容を説明する降旗会長（中央）

宮澤市長に提言書を手渡す笠井会長（左）

作文コンテスト入賞者に賞状が手渡された


